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背景

それ儲かるの？

3ICT市場の国・地域別シェア
ＩｏＴ国際競争力指標 ｰ2020年実績 〔概要〕ｰ より

○日本はIoTに関する国際競争力が高いとは言えない状況
→過去は日本の製造業がたくさんのイノベーションを生み出してきたが。。。
イノベーションが不足していると認識している。打席に立たないと打てない！

現場エンジニアはイノベーションを起こそうとして、

DX推進やビジネスのアイディアを提案

RaspiやPaaSによって技術コストの低下を受けPoCを作る

結局は企業内のしがらみがあってできない。
→アイディアや開発力、モチベーションはあるがPoCで終わる。
打席にすら立てない状況。。

我々がやる意味ってなに？

本業にしか投資しません。価値がわからん 品質は？？



現状
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○抗う
世の中に広まっているビジネスツールの活用 成功事例に学ぶ

ビジネスに関する学習をして提案を行うが時間がかかる。
弊社内で言えば大概1か月くらい要する。

BABOK(R)Guide v3 Figure 1.4.1

詳細を考える前に、アイディアが思いついた段階でそのアイディアを深めていくメリットがあるか？もしくは何
が足りないかを誰でもがクイックに判断するような既存のツールを補強するものが必要。

→クイックに判断して打席に立つ回数を増やすことにつなげられないか？？？

成功事例をそのままトレースしても、
自社と状況が異なるのでうまくいかない。



修了制作テーマ

○課題
モノづくりで成功した企業は既存の体質に捕らわれチャレンジできない。DXが進まない。

○ゴール
事業アイディアをスピーディーに実行判断する手段（ツール）を確立したい。

○実施事項
要件定義：上記課題を解決手段に必要な要件をまとめる。
現状分析：DX銘柄選定企業のDX事例を分析し何を変えたか？軸を出す。
手段構築：事業判断Frameworkの作成。

分析からの軸から事業判断に必要な項目を可視化。メトリクスを作成。
→事業案に不足している点や議論すべき項目を明確にし、
スピーディーな判断につなげる。

適用検証：自社事例を活用し、Frameworkの評価を行う。

要件定義 手段構築 適用検証
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現状分析



Frameworkの要件定義
・簡単
→質問の数はなるべく少なく。12個程度を目標とする。

・誰でも使える
→ビジネスアイディアに対して、
ビジネス初学者でも企業の判断と6割程度一致する判断ができる。

・短時間でクイックに使える
→紙一枚程度の規模感

・現状を評価ができる（機械的な迅速判断のため。）
→規模感を評価できるようにしたい。
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分析
何を変えた？
他社連携

部門横断

マスカスタマイゼーション

中核事業か?新規事業か？

人材育成

企業風土

プロセス

商材

ビジネスモデル

顧客

価値

提供手段

収益モデル

売り方

短納期化

効率化

高精度化働き方

課題は？

30社ほどの事例を調査し、
何を変革したか？に関する
キーフレーズを列挙。

体系化し
右記の項目に
集約

★ビジネスモデルナビゲータの項目に企業内でのボトムアップ事例に関する対応事項がないと考え独自の軸として追記することとした。

誰に？

提供価値

提供手段

収益モデル

実行意志

参考
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実行意志

分析実施事項のまとめ



提案Framework概要
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仮説検証
Framework概要を説明したGroupとしていない2つのGroupに対し、
企業概要とビジネスアイディアを提示し、Framework項目に関する質問と
ビジネスアイディアを遂行するか判断いただく。

適用評価（自社事例を活用した）

Group1 Group2Framework概要と上記情報 上記情報のみ
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○題材と手順



評価結果
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○Frameworkの有効性と適用可能性
有効性：企業側で準備した正解との一致度合で評価する。
適用可能性：ビジネスに詳しくない方でもメトリクスを与えることで正答率が向上することを評価する。

Group1 Group2Framework概要と上記情報 上記情報のみ

正答率
ビジネスアイディアA

67%
45%

46%
30%

被験者

有効性に関しては、Group1のビジネスアイディアAへの正答率が67％と目標であった6割を達成した。
ただしビジネスアイディアBに関しては目標を達成には到達しなかった。
適用可能性に関しては、Group1の正答率が2に対し向上していることが確認できた。

ビジネスアイディアB

ビジネスアイディアA

ビジネスアイディアB



仮説検証
○有効性が6割未達であった要因に関して

考察
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正答との乖離が大きかった項目は以下の項目であった。
要因として以下が想定される。

企業概要に”業界”に関する説明がなく、自社課題と業界課題
の境界線が不明確で業界外の方には回答が難しかった。

”一部”という言葉のとらえ方に幅が出た。被験者は前向きに、
広く捉えていたが企業ではもっとシビアに評価している。

”拡大解釈”のとらえ方に幅が出た。
企業ではもっとシビアに評価している。

事前のインプットの改善と
メトリクス内の言葉に幅が出ない表現にする
必要があると考えられる。



まとめ
○実施事項
“事業アイディアをスピーディーに実行判断する手段を確立”
を目標にFrameworkを作成し評価をした。

○得られたこと
評価結果から確立したFrameworkはビジネス初学者であっても
企業に近い判断ができる場合があることが確認できた。

一方で評価者インプットする情報の整理と曖昧さを軽減させる
工夫は必要であることが分かった。

○最後に
本Frameworkを実現場で活用しさらにブラッシュアップを進めたい。
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